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重点戦略プランの取組 

 

 

 



第２章 重点戦略プランの取組                   

 
１ 平成２３年度 重点戦略プラン全体の実施結果 
 

(１) 重点戦略プランの概要 

重点戦略プランは、実行計画期間に展開する施策のうち、特に重点的・戦略的に取

り組むことにより、大きな施策成果の達成や課題の解決を目指すとともに、他の施策

を牽引し、新総合計画全体の着実な推進を先導していく施策について、９つのプラン

（図表２－１参照）に取りまとめたものです。 

また、９つのプランのもとに位置付けた４０のアクションプログラム及び１０８の

施策計画は、計画期間において実現を目指す目標を具体的に設定するとともに、その

達成に向けて重点的な予算配分や執行体制の整備を行うこととしています。 

＜図表２－１ 第３期実行計画 重点戦略プランの構成及び内容＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

プ　　ラ　　ン　　名 内　　　　　　　　　　　　　容

プラン１
　安全・安心な地域生活環境の
　整備

　市民の安全・安心な地域生活を確保するために、市民の
関心が高い分野である防災や防犯などの施策に取り組むも
のです。

プラン２
　支え合いによる地域福祉社会
　づくり

　高齢社会をともに支え合う「地域福祉社会」を実現する
ために、多様な居住環境整備や介護予防、さらにシニア世
代の能力を地域で活かす取組など、持続可能なしくみづく
りに向けた施策に取り組むものです。

プラン３
　総合的な子ども支援

　「総合的な子ども支援」を推進するために、保育環境の
整備や教育改革の推進などの施策に取り組むものです。

プラン４
　環境配慮・循環型の地域社会
　づくり

　環境に配慮した持続型社会の実現に向け、川崎の持つ特
徴や個性を活かしながら市民との協働による施策に取り組
むものです。

プラン５
　憩いとうるおいの環境づくり

　緑豊かな環境の創出に向け、市民・事業者との協働によ
り緑の保全・創出・育成に取り組むものです。

プラン６
　川崎の活力を生み出す産業イノ
  ベーション

　川崎の産業活力を高めるために、競争力強化に向けた産
業イノベーションを促進するとともに、立地活動環境を向
上させることによって企業立地を誘導する戦略的な取組を
進め、さらに今後大きな市場拡大が見込まれる新産業分野
の創業促進、育成に取り組むものです。

プラン７
　都市拠点・ネットワークの整備
  と川崎臨海部の再生

　首都圏全体における拠点機能や基盤形成の動きを踏まえ
ながら、本市の地理的優位性を活かした「広域調和・地域
連携型まちづくり」を推進するものです。

プラン８
　川崎の魅力を育て発信する取組

　川崎が持つ特徴や長所、地域資源などを有効に活かしな
がら、市民がいつまでも愛着と誇りを持てるまちづくり
と、本市のイメージアップを図る施策に総合的に取り組む
ものです。

プラン９
　市民自治と区役所機能の拡充

　自治基本条例の基本理念に基づき市民自治の拡充を推進
するとともに、参加と協働によるまちづくりや、地域の課
題解決のための中心的役割を果たす区役所の機能を高める
取組などを進めるものです。
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(２) 実施結果の総括 

 

 

 

第３期実行計画の重点戦略プランに位置付けられている１０８の施策計画のうち、

目標を下回ったものが６（１０８の施策計画に占める割合は５．６％）ありましたが、

目標を上回って達成、または、目標をほぼ達成したものが１０２（同９４．４％）あ

り、全体として順調に進捗しました（図表２－２・２－３参照）。 

なお、震災の影響を踏まえた取組については、平成２３年度の取組内容を別に取り

まとめています（１４６ページ参照）。 

 

＜図表２－２ 重点戦略プラン施策計画の達成状況区分別 施策計画数＞ 

達成状況区分 内     容 施策計画数 構成比 

１ 目標を大きく上回って達成 

 

●目標に明記した期日よりも相当早く達成し、そのことによりコスト面や市民

サービスに大きく貢献した。 

●目標に明記した内容よりも相当高い水準であった。 

●目標に明記した数値を大きく上回った。 

0 －% 

２ 目標を上回って達成 

 

●目標に明記した期日よりも早めに達成し、そのことによりコスト面や市民サ

ービスに貢献した。 

●目標に明記した期日どおり達成し、明記した内容よりも高い水準であった。

●目標に明記した数値を上回った。 

2 1.8% 

３ 目標をほぼ達成 

 

●目標に明記した期日、内容どおりに達成した。 
●途中で多少の遅れはあったものの、最終期限には間に合う形で、目標に明記

した内容どおりに達成した。 
●目標に明記した数値とほぼ同じであった。 

●概ね適正に処理し、業務遂行に支障がなかった。 

100 92.6% 

４ 目標を下回った 

 

●目標に明記した内容は達成したが、期日が遅れた。 

●目標に明記した期日どおりであったが、明記した内容に満たない水準であっ

た。 

●目標に明記した数値を下回った。 
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5.6% 

５ 目標を大きく下回った 

 

●目標に明記した期日よりも遅れ、明記した内容に満たない水準であった。 

●目標に明記した数値を大きく下回った。 

0 －% 

合   計 108 100.0% 

第３期実行計画の重点戦略プラン 平成２３年度実施結果は、９４．４％の施策につい

て、目標を上回って達成、または、目標をほぼ達成し、全体として順調に進捗しました。
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＜図表２－３ 平成２３年度重点戦略プラン施策計画の達成状況区分結果（グラフ）＞ 

 

 
 
また、重点戦略プラン別の施策計画の達成状況は図表２－４のとおりです。 

 

＜図表２－４ 平成２３年度 重点戦略プラン別 施策計画の達成状況区分内訳＞ 

プラン１ プラン２ プラン３ プラン４ プラン５ プラン６ プラン７ プラン８ プラン９ 

  
  

安全・安心

な地域生活

環境の整備

支え合いに

よる地域福

祉社会づく

り 

総合的な子

ども支援 

環境配慮・

循環型の地

域社会づく

り 

憩いとうる

おいの環境

づくり 

川崎の活力

を生み出す

産業イノベ

ーション

都市拠点・

ネットワー

クの整備と

川崎臨海部

の再生 

川崎の魅力

を育て発信

する取組 

市民自治と

区役所機能

の拡充 

合 計

構成比

Ⅰ目標を大き

く上回って

達成 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

(－%)

Ⅱ目標を上回

って達成 0 0 1 0 1 0 0 0 0

2
(1.8%)

Ⅲ目標をほぼ 

達成 14 11 14 6 8 15 15 9 8
100

(92.6%)

Ⅳ目標を 

下回った 0 3 0 0 0 0 2 1 0
6

(5.6%)

Ⅴ目標を大き

く下回った 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

(－%)

合 計 
14 14 15 6 9 15 17 10 8 108

 

３ 目標をほぼ達成したもの 
100 施策計画（92.6%） 

２ 目標を上回って達成したもの 
2施策計画（1.8%） 

４ 目標を下回ったもの 
6施策計画（5.6%） 
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２ 平成２３年度 重点戦略プラン別の実施結果 

 
９つの重点戦略プラン別の実施結果の概要を、次ページ以降にまとめました。それぞ

れの記載内容の見方は次のとおりです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施 策 計 画  

事業内容・目標

2011(平成23）年度 2012（平成24）年度 2013（平成25）年度 2014（平成26）年度以降

アクションプログラム：危機管理・防災対策、建築物耐震化の推進【達成状況区分：３】

○

現　　状

危機管理防災対策の推進

自然災害に加え、武力攻撃事態等あらゆ
る危機事象に対応した危機管理体制の整
備を進めるとともに、本市の防災関係施設
を整備し、市の災害対応力及び地域防災
力の向上を図ります。

施　策　計　画　名

●国民保護訓練
（実働訓練等）・研
修及び啓発活動
の実施
●Ｊ－ＡＬＥＲＴ受
信機の設置・受信
テスト

●国民保護訓練
（図上訓練）・研修
の実施
●J－ALERTと情
報通信システムの
連携
●業務継続計画
（強毒性新型イン
フルエンザ対策
編）の検証と見直
し
　　　　　・

・

・区本部要員と管轄の各警察署との連携により、区ごとに国民保護法該当事案が発生したとの想
定で避難計画の作成を中心とした図上検討を実施しました。
　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　・

【環境の変化・課題等】
東日本大震災を踏まえ、
・初動対応とその際に生じた課題を精査・検証し、ＭＣＡ無線機の導入など、情報連絡体制の強化
を図りました。
・毛布など各避難所に備える備蓄品について、一部計画を前倒しして購入しました。

事業推進
●国民保護訓練
（実働訓練）の実
施

●国民保護避難
実施マニュアル
（全市、各区）の見
直し

達成状況区分

3
2011年度
実施結果

 

 

プラン１ 安全・安心な地域生活環境の整備

１ 危機管理・防災対策、建築物耐震化の推進【達成状況区分 ３】 

【主 な 実 施 結 果】 

危機管理・防災対策の推進 

・区本部要員と管轄の各警察署との連携により、区ごとに国民保護法該当事案
が発生したとの想定で避難計画の作成を中心とした図上検討を実施しまし
た。 

     ・ 
     ・ 
（仮称）健康安全研究センターの整備・運営 

・健康危機に係る取組の強化に向けた（仮称）健康安全研究センターの新たな
機能について、具体的な取組内容を検討しました。また、他の研究機関との
新たな連携を想定し、企画調整機能の強化、組織体制及び予算等の運営基盤
の整備を進めました。さらに、構造設備、レイアウト等について、各部屋の
基本設計及び実施設計を確定するとともに、円滑な移転作業に向けた検討を
進めました。 

 
     ・ 
     ・ 
【震災の影響による取組】 

・初動対応とその際に生じた課題を精査・検証し、ＭＣＡ無線機の導入など、
情報連絡体制の強化を図りました。 

     ・ 
     ・ 

【課題と今後の対応】 

・新たに構築した初動体制については、研修や訓練等の機会を通じて、継続的に
検証等を行い、必要な見直しを検討していきます。 

     ・ 
     ・ 

アクションプログラム 

重点戦略プランの
名称です。

各アクションプロ
グラムの平成 23
年度の取組結果の
概要です。 

平成 23 年度の
取組を踏まえた
主な課題と、今
後の取組内容で
す。 

アクションプログ
ラムごとの達成状
況区分です。 

第３期実行計画
平成 23 年度目
標に対する実施
結果です。 
環境の変化・課
題等がある場合
は、その内容を
明記していま
す。 

施策計画ごとの
達成状況です。 

東日本大震災の
影響による取組
内容を記載して
います。 

第３期実行計画
上の事業計画で
す。 
各施策の現状と
実行計画期間の
目標を記載して
います 
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